
放

題

と

な

る

フ

リ

ー

パ

ス

「

Ｎ

Ｐ

Ａ

Ｓ

Ｓ

」

の

試

験

販

売

を

昨

年

度

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

平

成

年

度

は

、

実

施

期

間

を

９

月

１

日

か

ら

日

ま

で

の

１

か

月

間

、

パ

ス

の

利

用

期

間

は

４

日

間

、

販

売

金

額

を

５

０

０

０

円

に

設

定

。

約

４

０

０

人

の

方

々

に

利

用

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

利

用

さ

れ

た

方

の

中

に

は

、

こ

の

フ

リ

ー

パ

ス

の

販

売

を

き

っ

か

け

に

、

稚

内

・

利

尻

・

礼

文

を

訪

れ

た

方

、

当

初

の

予

定

よ

り

延

泊

す

る

方

も

多

く

、

好

評

を

い

た

だ

い

た

と

こ

ろ

で

す

。

北

宗

谷

に

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

を

呼

び

込

む

！

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

周

遊

促

進

モ

デ

ル

の

構

築

北

緯

45

度

に

あ

る

稚

内

・

利

尻

・

礼

文

の

エ

リ

ア

に

お

い

て

、

フ

ェ

リ

ー

と

路

線

バ

ス

が

乗

り

放

題

と

な

る

「

Ｎ

Ｐ

Ａ

Ｓ

Ｓ

（

北

緯

度

パ

ス

）

」

。

新

た

な

個

人

客

層

、

そ

し

て

、

外

国

人

観

光

客

を

タ

ー

ゲ

ッ

ト

に

、

北

宗

谷

の

４

市

町

が

連

携

し

た

、

日

本

の

て

っ

ぺ

ん

、

離

島

を

め

ぐ

る

２

次

・

３

次

交

通

一

体

型

フ

リ

ー

パ

ス

の

取

組

を

紹

介

し

ま

す

。

外国人観光客を対象とした販促チラシ

外国人向け４５°ＮＰＡＳＳは英語版と

繁体字版で作成。

45

4545

45°

°°

°

08

45°

2730

観

光

客

観

光

客

観

光

客

観

光

客

の

のの

の

伸

伸伸

伸

び

びび

び

悩

悩悩

悩

み

みみ

み

フ

リ

ー

パ

ス

の

フ

リ

ー

パ

ス

の

フ

リ

ー

パ

ス

の

フ

リ

ー

パ

ス

の

導

入

導

入

導

入

導

入

へ

へへ

へ

利

尻

、

礼

文

の

雄

大

な

自

然

を

生

か

し

た

フ

ッ

ト

パ

ス

や

体

験

観

光

を

存

分

に

楽

し

む

た

め

に

は

、

観

光

客

が

自

由

に

両

島

の

交

通

機

関

を

利

用

で

き

る

「

フ

リ

ー

パ

ス

」

の

導

入

が

有

効

で

は

な

い

か

。

観

光

客

を

呼

び

戻

す

た

め

の

新

た

な

取

組

と

し

て

、

利

尻

礼

文

観

光

推

進

協

議

会

が

主

体

と

な

り

、

フ

ェ

リ

ー

と

路

線

バ

ス

が

乗

り

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

の

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

の

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

の

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

の

取

取取

取

り

りり

り

込

込込

込

み

を

み

を

み

を

み

を

目

指

目

指

目

指

目

指

す

すす

す

類

を

設

け

、

７

月

か

ら

９

月

の

３

か

月

間

で

実

施

。

さ

ら

に

、

稚

内

、

利

尻

、

礼

文

の

４

市

町

に

宗

谷

総

合

振

興

局

が

連

携

し

、

外

国

人

観

光

客

向

け

の

フ

リ

ー

パ

ス

３

０

０

部

を

販

売

。

フ

リ

ー

パ

ス

の

発

売

に

併

せ

た

５

月

か

ら

７

月

に

は

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

の

旅

行

会

社

を

北

宗

谷

地

域

に

招

待

し

、

離

島

の

自

然

や

観

光

地

、

食

な

ど

を

紹

介

し

た

ほ

か

、

現

地

で

の

一

般

消

費

者

向

け

の

旅

行

フ

ェ

ア

を

開

催

。

フ

リ

ー

パ

ス

の

導

入

を

足

が

か

り

に

、

地

域

を

あ

げ

て

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

の

積

極

的

な

呼

び

込

み

を

図

っ

て

い

ま

す

。

今

年

は

、

昨

年

の

取

組

を

更

に

拡

大

し

、

フ

リ

ー

パ

ス

の

販

売

数

を

１

２

０

０

部

、

利

用

期

間

は

４

日

間

と

７

日

間

の

２

種

宗

谷

地

域

の

代

表

的

な

観

光

地

で

あ

る

「

利

尻

島

」

と

「

礼

文

島

」

。

利

尻

礼

文

サ

ロ

ベ

ツ

国

立

公

園

内

に

あ

る

こ

の

島

々

は

、

「

離

島

ブ

ー

ム

」

の

ピ

ー

ク

時

に

は

、

年

間

万

人

の

観

光

客

で

賑

わ

い

ま

し

た

が

、

旅

行

形

態

が

個

人

旅

行

に

シ

フ

ト

し

た

こ

と

な

ど

か

ら

、

近

年

は

、

年

間

万

人

ま

で

落

ち

込

ん

で

い

ま

す

。

90

60

45

4545

45

◆地域が動く・プロジェクト最前線②

◆地域が動く・プロジェクト最前線②◆地域が動く・プロジェクト最前線②

◆地域が動く・プロジェクト最前線②

創る



35%

2%

4%

26%

18%

15%

稚内のみ 19名

利尻のみ 1名

礼文のみ 2名

稚内・利尻・礼⽂ 14名

稚内・礼文 10名

稚内・利尻 8名

今

年

は

、

全

体

の

利

用

者

の

約

９

割

の

方

々

か

ら

、

フ

リ

ー

パ

ス

に

つ

い

て

「

満

足

し

た

」

と

の

回

答

を

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

こ

の

数

字

を

み

て

も

、

フ

リ

ー

パ

ス

が

稚

内

・

利

尻

・

礼

文

を

訪

れ

る

観

光

客

に

と

っ

て

非

常

に

評

価

が

高

い

こ

と

が

わ

か

り

、

今

後

の

取

組

に

も

弾

み

が

つ

い

て

い

ま

す

。

一

方

で

、

利

用

さ

れ

た

方

々

か

ら

は

、

「

利

用

期

間

を

延

長

し

て

ほ

し

い

」

「

予

約

な

し

で

も

購

入

で

き

る

よ

う

に

し

て

ほ

し

い

」

「

フ

リ

ー

パ

ス

引

換

え

場

所

を

増

や

し

て

ほ

し

い

」

と

い

っ

た

ご

要

望

も

い

た

だ

き

ま

し

た

。

次

年

度

に

向

け

、

皆

様

の

声

を

踏

ま

え

た

満

足

度

の

高

い

取

組

へ

と

発

展

さ

せ

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

シンガポールの旅⾏会社

・メディアを招聘したモ

ニターツアーを開催（平

成２８年５⽉）。

シンガポールでのASEAN事務所と連携した旅⾏フェアを実

施（平成２８年７⽉）。フライヤー、観光パンフレットなど

を1,000部配布しＰＲ。

約6割がエリア全体を周遊

稚内観光協会に専門の観光コ

ンシェルジュを配置。英語と

中国語での対応を⾏った。

稚内～利尻島、稚内～礼文島、利尻島～礼文島間の

①フェリー乗り放題！

①フェリー乗り放題！①フェリー乗り放題！

①フェリー乗り放題！（２等）

（２等）（２等）

（２等）

稚内・利尻島・礼文島の

②路線バス乗り放題！

②路線バス乗り放題！②路線バス乗り放題！

②路線バス乗り放題！

稚内・利尻島・礼文島の定期観光バス1回のみ

③定期観光バスに

③定期観光バスに③定期観光バスに

③定期観光バスに1,000

1,0001,000

1,000円で乗車！

円で乗車！円で乗車！

円で乗車！

特典ポイント

http://45npass.jp/

09

本記事の取組は、北海道宗⾕総合振興局産業振興部商⼯労働観光課で担当しております。

お問い合わせ先/ＴＥＬ：0162-33-2927 Ｅ-mail：soya.syoko1@pref.hokkaido.lg.jp

＜居住地＞

＜宿泊地＞

約7割が台湾と中国の観光客

47%

26%

9%

9%

9%

台湾 26名

中国 14名

香港 5名

韓国 5名

その他

北宗谷地域

45°ＮPASSによる

外国人の周遊促進

シンガポールなどの

アジア諸国

販売実績 ：計102部

アンケート集計 ：計64部（回収率62.7％）

5名

よ

り

よ

り

よ

り

よ

り

満

足

度

満

足

度

満

足

度

満

足

度

の

のの

の

高

高高

高

い

いい

い

取

組

取

組

取

組

取

組

へ

へへ

へ

交

流

人

口

交

流

人

口

交

流

人

口

交

流

人

口

の

のの

の

更

更更

更

な

る

な

る

な

る

な

る

拡

大

拡

大

拡

大

拡

大

に

にに

に

向

向向

向

け

て

け

て

け

て

け

て

北

海

道

に

訪

れ

る

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

観

光

客

が

年

間

２

０

０

万

人

を

超

え

ま

し

た

が

、

こ

こ

宗

谷

地

域

に

訪

れ

る

方

々

は

そ

の

一

握

り

に

過

ぎ

ま

せ

ん

。

そ

れ

故

、

今

後

の

取

組

の

展

開

次

第

で

は

大

き

な

伸

び

し

ろ

が

あ

る

も

の

と

考

え

て

い

ま

す

。

本

年

６

月

、

宗

谷

、

留

萌

、

上

川

、

札

幌

を

結

ぶ

「

き

た

北

海

道

広

域

観

光

ル

ー

ト

」

の

形

成

計

画

が

国

に

認

定

さ

れ

ま

し

た

。

広

域

観

光

の

進

展

は

、

稚

内

、

利

尻

、

礼

文

地

域

へ

の

外

国

人

観

光

客

の

誘

致

に

も

大

き

な

弾

み

に

な

り

ま

す

。

こ

う

し

た

追

い

風

を

バ

ネ

に

、

『

日

本

の

て

っ

ぺ

ん

』

北

宗

谷

地

域

を

国

内

外

の

多

く

の

方

々

に

満

喫

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

、

フ

リ

ー

パ

ス

・

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

更

な

る

充

実

を

図

っ

て

い

き

ま

す

。

◆地域が動く・プロジェクト最前線②

◆地域が動く・プロジェクト最前線②◆地域が動く・プロジェクト最前線②

◆地域が動く・プロジェクト最前線②

創る



4 0 

6 0 

1

3

0

0

1 7 

4 0 

1 9 

4 0 

好

機

好

機

好

機

好

機

に

にに

に

変

変変

変

え

る

え

る

え

る

え

る

小

小小

小

さ

な

さ

な

さ

な

さ

な

ま

ち

ま

ち

ま

ち

ま

ち

の

のの

の

大

大大

大

き

な

き

な

き

な

き

な

挑

戦

挑

戦

挑

戦

挑

戦

！

！！

！

三笠高校の

再スタート

入

学

者

入

学

者

入

学

者

入

学

者

の

のの

の

減

少

減

少

減

少

減

少

閉

校

閉

校

閉

校

閉

校

の

のの

の

危

機

危

機

危

機

危

機

を

をを

を

こ

れ

に

対

し

、

三

笠

市

は

、

高

校

が

な

く

な

る

こ

と

が

市

の

活

性

化

に

大

き

な

マ

イ

ナ

ス

要

因

と

な

る

と

判

断

し

、

市

民

の

理

解

を

得

て

市

立

高

校

と

し

て

の

存

続

を

決

意

し

ま

し

た

。

市

は

新

た

な

高

校

の

コ

ン

セ

プ

ト

と

し

て

、

北

海

道

の

「

食

」

と

「

観

光

」

に

着

目

し

、

「

食

」

に

関

連

し

た

学

科

へ

の

転

換

を

決

め

、

食

の

ス

ペ

シ

ャ

リ

ス

ト

を

育

成

す

る

「

食

物

調

理

科

」

一

科

の

み

の

高

校

と

し

て

再

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

10

道

立

高

校

と

し

て

、

年

余

り

続

い

た

北

海

道

三

笠

高

等

学

校

は

、

昭

和

年

代

前

半

に

は

名

を

超

え

る

生

徒

が

在

籍

し

て

い

ま

し

た

が

、

三

笠

市

の

人

口

減

少

と

比

例

す

る

か

の

よ

う

に

生

徒

が

減

少

。

平

成

年

度

に

は

、

か

ろ

う

じ

て

名

強

が

在

籍

す

る

状

況

で

し

た

。

そ

し

て

、

平

成

年

度

に

は

、

入

学

者

が

名

を

割

込

み

、

存

続

が

危

ぶ

ま

れ

る

事

態

と

な

り

ま

し

た

。

◆地域が動く・プロジェクト最前線③

◆地域が動く・プロジェクト最前線③◆地域が動く・プロジェクト最前線③

◆地域が動く・プロジェクト最前線③

創る



「

地

域

」

を

支

え

る

「

食

」

を

創

る

平

成

年

４

月

、

食

物

調

理

科

が

ス

タ

の

「

食

」

の

ス

ペ

シ

ャ

リ

ス

ト

を

目

指

す

若

者

が

集

っ

て

い

ま

す

。

彼

ら

は

「

食

」

に

関

す

る

正

し

い

知

識

や

技

術

を

身

に

付

け

、

将

来

、

日

本

の

「

食

」

に

関

す

る

職

業

人

と

な

る

「

夢

」

を

抱

き

、

授

業

に

励

む

と

と

も

に

、

イ

ベ

ン

ト

な

ど

で

料

理

な

ど

の

提

供

や

企

業

と

の

共

同

商

品

開

発

を

行

っ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

彼

ら

の

開

発

し

た

商

品

や

技

術

は

料

理

コ

ン

ク

ー

ル

や

ス

イ

ー

ツ

コ

ン

ク

ー

ル

で

優

秀

な

成

績

を

収

め

、

三

笠

市

民

に

元

気

を

与

え

て

い

ま

す

。

当

初

、

三

笠

高

校

存

続

の

議

論

を

進

め

る

に

あ

た

り

、

地

元

か

ら

心

配

す

る

意

見

も

あ

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

新

た

な

コ

ン

セ

プ

ト

の

元

で

市

立

高

校

と

し

て

再

ス

タ

ー

ト

を

切

る

と

い

う

三

笠

市

の

大

き

な

決

断

は

、

市

民

が

一

番

の

応

援

団

と

な

っ

て

高

校

生

を

支

え

る

こ

と

に

つ

な

が

り

、

地

域

に

活

力

が

生

ま

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

「

食

」

の

情

報

拠

点

へ

高

校

生

レ

ス

ト

ラ

ン

開

設

建

設

地

三

笠

高

校

前

の

運

動

公

園

内

機

能

調

理

部

門

（

厨

房

、

客

席

）

製

菓

部

門

（

厨

房

、

客

席

）

キ

ッ

チ

ン

ス

タ

ジ

ア

ム

交

流

ス

ペ

ー

ス

特

産

品

等

販

売

ス

ペ

ー

ス

完

成

予

定

平

成

年

高校生レストランイメージ図

完成が待ちどおしい。

■

高

校

生

レ

ス

ト

ラ

ン

の

概

要

■

30 

「

地

域

と

と

も

に

、

何

か

が

し

た

い

」

三

笠

高

校

生

は

、

地

域

に

密

着

し

、

地

域

と

と

も

に

様

々

な

活

動

を

し

て

い

ま

す

。

今

年

度

は

、

滝

川

市

の

商

店

街

と

連

携

し

、

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

カ

フ

ェ

ｓ

ｏ

ｒ

ａ

」

交

流

人

口

の

増

加

に

繋

げ

る

だ

け

で

は

な

く

、

北

海

道

の

子

ど

も

達

に

夢

を

与

え

る

「

育

ち

の

夢

チ

ャ

レ

ン

ジ

」

に

も

繋

げ

て

い

き

た

い

と

考

え

て

お

り

、

最

終

的

に

は

北

海

道

の

「

食

の

情

報

発

信

拠

点

」

に

な

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

き

ま

す

。

で

ラ

ン

チ

セ

ッ

ト

を

販

売

。

ま

た

、

イ

オ

ン

三

笠

店

内

「

丸

亀

製

麺

」

で

、

自

分

達

が

考

案

し

た

「

三

笠

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

う

ど

ん

」

の

販

売

を

実

施

す

る

な

ど

、

地

域

と

の

直

接

の

交

流

は

、

高

校

生

に

と

っ

て

も

地

域

に

と

っ

て

も

大

切

な

経

験

と

な

り

、

よ

い

効

果

を

生

み

出

し

て

い

ま

す

。

こ

の

事

業

を

通

じ

て

高

校

生

の

元

気

を

市

民

が

貰

い

、

さ

ら

な

る

地

域

活

性

化

や

調理師コースの⽣徒（左）と実習等で製作した料理（右）

製菓コースの生徒（左）と実習等で製作したスイーツなど（右）

「コミュニティカフェｓｏｒa」にて

活動を⾏った⽣徒の集合写真（上）

販売したランチセット（下）

【

速

報

】

月

日

、

島

根

県

の

特

産

品

を

使

っ

た

料

理

や

レ

シ

ピ

を

競

う

「

第

１

回

食

の

縁

結

び

甲

子

園

全

国

大

会

」

に

お

い

て

、

「

ま

ご

こ

ろ

弁

当

～

牛

（

ぎ

ゅ

）

っ

と

コ

メ

た

想

い

～

」

を

考

案

し

た

三

笠

高

校

チ

ー

ム

が

見

事

優

勝

し

ま

し

た

。

11

12

11

本記事の取組は、北海道三笠高等学校で担当しております。

お問い合わせ先/ＴＥＬ：01267-4-2200（三笠高等学校事務室） Ｅ-mail/koukoj@city.mikasa.hokkaido.jp

三

笠

市

で

は

、

子

ど

も

た

ち

の

夢

を

育

む

、

よ

り

実

践

的

な

場

所

づ

く

り

と

し

て

、

地

元

の

食

材

や

北

海

道

内

の

食

材

を

活

用

「

高

校

生

レ

ス

ト

ラ

ン

」

の

設

置

を

決

め

、

平

成

年

夏

頃

の

オ

ー

プ

ン

を

目

指

し

準

備

を

進

め

て

い

ま

す

。

し

た

料

理

や

ス

イ

ー

ツ

の

提

供

を

行

う

ー

ト

し

、

現

在

、

全

道

か

ら

名

24 

1

2

0 

イオン三笠店内「丸⻲製麺」にて

店内で調理する⽣徒の様⼦（上）

三笠ジンギスカンうどん（下）
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◆地域が動く・プロジェクト最前線③

◆地域が動く・プロジェクト最前線③◆地域が動く・プロジェクト最前線③

◆地域が動く・プロジェクト最前線③

創る



12

更

別

村

更

別

村

更

別

村

更

別

村

の

のの

の

「

「「

「

ひ

と

ひ

と

ひ

と

ひ

と

」

」」

」

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

「

「「

「

ま

ち

ま

ち

ま

ち

ま

ち

」

」」

」

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

も

う

い

ち

ど

７

歳

の

目

で

世

界

を

…

十

勝

十

勝

十

勝

十

勝

さ

ら

べ

つ

さ

ら

べ

つ

さ

ら

べ

つ

さ

ら

べ

つ

熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

と

は

と

は

と

は

と

は

？

？？

？

熱

中

小

学

校

に

、

年

齢

制

限

は

あ

り

ま

せ

ん

。

新

し

い

こ

と

を

勉

強

し

て

み

た

い

、

世

界

の

こ

と

を

知

り

た

い

。

異

業

種

の

人

達

と

交

流

し

た

い

・

・

・

。

そ

ん

な

思

い

を

持

っ

た

方

な

ら

誰

で

も

生

徒

に

な

れ

ま

す

。

「

十

勝

さ

ら

べ

つ

熱

中

小

学

校

」

は

更

別

村

に

拠

点

を

置

き

ま

す

が

、

更

別

村

だ

け

で

展

開

す

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

更

別

村

が

あ

る

十

勝

地

方

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

北

海

道

そ

し

て

日

本

全

国

を

活

性

化

し

、

世

界

の

更

別

村

を

目

指

し

ま

す

。

ロ

ー

カ

ル

に

身

を

置

き

な

が

ら

も

、

視

線

の

先

は

グ

ロ

ー

バ

ル

を

見

据

え

て

い

ま

す

。

「

熱

中

小

学

校

」

は

姉

妹

校

を

全

国

７

つ

と

し

、

連

携

に

よ

る

事

業

展

開

を

し

て

い

き

ま

す

。

（

北

海

道

更

別

村

・

山

形

県

高

畠

町

・

福

島

県

会

津

若

松

市

・

東

京

都

八

丈

町

・

富

山

県

高

岡

市

・

徳

島

県

上

板

町

・

宮

崎

県

小

林

市

）

熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

十

十十

十

の

のの

の

目

的

目

的

目

的

目

的

一

一一

一

人

材

育

成

人

材

育

成

人

材

育

成

人

材

育

成

二

二二

二

交

流

人

口

交

流

人

口

交

流

人

口

交

流

人

口

の

のの

の

拡

大

拡

大

拡

大

拡

大

三

三三

三

新

新新

新

た

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

た

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

た

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

た

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

形

成

形

成

形

成

形

成

四

四四

四

雇

用

雇

用

雇

用

雇

用

の

のの

の

増

加

増

加

増

加

増

加

五

五五

五

開

発

局

跡

地

開

発

局

跡

地

開

発

局

跡

地

開

発

局

跡

地

の

のの

の

利

活

用

利

活

用

利

活

用

利

活

用

六

六六

六

移

住

定

住

促

進

移

住

定

住

促

進

移

住

定

住

促

進

移

住

定

住

促

進

七

七七

七

既

存

施

設

既

存

施

設

既

存

施

設

既

存

施

設

の

のの

の

有

効

活

用

有

効

活

用

有

効

活

用

有

効

活

用

八

八八

八

産

業

産

業

産

業

産

業

の

のの

の

振

興

振

興

振

興

振

興

九

九九

九

地

元

農

業

高

校

地

元

農

業

高

校

地

元

農

業

高

校

地

元

農

業

高

校

と

の

と

の

と

の

と

の

連

携

連

携

連

携

連

携

十

十十

十

Ｐ

Ｒ

Ｐ

Ｒ

Ｐ

Ｒ

Ｐ

Ｒ

効

果

効

果

効

果

効

果

◆地域が動く・プロジェクト最前線④

◆地域が動く・プロジェクト最前線④◆地域が動く・プロジェクト最前線④

◆地域が動く・プロジェクト最前線④

創る

北

海

道

十

勝

に

あ

る

人

口

３

２

０

０

人

の

更

別

村

で

、

地

域

の

未

来

を

賭

け

る

本

気

の

ま

ち

お

こ

し

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

「

十

勝

さ

ら

べ

つ

熱

中

小

学

校

」

が

平

成

年

４

月

開

校

し

ま

す

。

29

熱

中

小

学

校

は

、

廃

校

・

空

き

施

設

を

利

用

し

て

、

皆

さ

ま

に

出

会

い

と

学

び

を

提

供

す

る

場

で

す

。

平

成

年

月

に

山

形

県

高

畠

町

で

は

じ

ま

り

、

現

在

は

、

約

１

０

０

名

を

超

え

る

学

生

や

社

会

人

が

学

ぶ

「

大

人

の

学

校

」

に

成

長

し

て

い

ま

す

。

「

熱

中

小

学

校

」

の

名

前

の

由

来

は

、

高

畠

町

の

会

場

と

な

っ

て

い

る

校

舎

が

１

９

７

０

年

代

に

放

映

さ

れ

た

水

谷

豊

さ

ん

主

演

の

テ

レ

ビ

ド

ラ

マ

「

熱

中

時

代

」

の

ロ

ケ

で

使

わ

れ

た

こ

と

や

、

大

人

が

「

も

う

い

ち

ど

７

才

の

目

で

世

界

を

・

・

・

」

と

い

う

コ

ン

セ

プ

ト

か

ら

つ

け

ら

れ

ま

し

た

。

 

熱

中

小

学

校

の

教

室

で

は

、

Ｉ

Ｔ

企

業

な

ど

の

社

長

、

大

学

教

授

、

デ

ザ

イ

ナ

ー

、

技

術

者

な

ど

の

第

一

線

で

活

躍

す

る

豪

華

な

教

諭

陣

が

様

々

な

タ

イ

ム

リ

ー

な

話

題

の

講

義

を

行

い

、

最

先

端

の

講

義

か

ら

体

験

型

授

業

ま

で

ワ

ク

ワ

ク

す

る

授

業

を

提

供

し

ま

す

。

10

27



熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

熱

中

小

学

校

の

のの

の

講

義

講

義

講

義

講

義

と

とと

と

運

営

運

営

運

営

運

営

「

十

勝

さ

ら

べ

つ

熱

中

小

学

校

」

平

成

29

年

４

月

開

校

へ

①

①①

①多様

多様多様

多様な

なな

な分野

分野分野

分野の

のの

の最先端

最先端最先端

最先端のビジネス

のビジネスのビジネス

のビジネス事例

事例事例

事例、

、、

、ノウハウを

ノウハウをノウハウを

ノウハウを学

学学

学びたい

びたいびたい

びたい方

方方

方

②

②②

②自分

自分自分

自分のキャリアの

のキャリアののキャリアの

のキャリアの選択肢

選択肢選択肢

選択肢、

、、

、可能性

可能性可能性

可能性を

をを

を広

広広

広げたい

げたいげたい

げたい方

方方

方

③

③③

③起業

起業起業

起業したい

したいしたい

したい方

方方

方、

、、

、新規事業

新規事業新規事業
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Q.

A.

⽇本で合計特殊出⽣率が最も⾼い市区町村はどこでしょうか？

平成20年〜24年の統計によると、合計特殊出⽣率が最も⾼い市区町村は、⿅児島県伊仙町の2.81。

次いで、沖縄県久米島町の2.31、沖縄県宮古島市の2.27と続きます。何と上位28位までを九州・

沖縄地⽅の⾃治体が占めています。理由は定かではありませんが、全国に⽐べ「結婚年齢が早い」

「未婚率が低い」といったデータなどが参考になりそうです。

なお、北海道で最も出⽣率が⾼いのは、⽇⾼のえりも町の1.90（日本全体では52位）。

＊合計特殊出⽣率〜⼥性１⼈が⼀⽣の間に産む⼦供の数の平均値を表す指標

地方創生豆知識

11/15 弟⼦屈町の「エコツーリズム構想」を環境省が認定

⺠間が主体となり観光を基軸としたまちづくりを進める「てしかがえこまち推進

協議会」が策定した「てしかがスタイルのエコツーリズム推進全体構想」が、エ

コツーリズム推進法に基づく国の認定を受けました。認定は道内初で国内では8

番目。豊かな⾃然に囲まれた道東の中⼼部にある弟⼦屈町では、近隣市町村とも

連携しながら、エコツーリズムによるまちづくりや広域観光の推進に取り組んで

いくこととしています。

11/22 東川町の「むらづくり」農林⽔産⼤⾂賞を受賞

東川町や農協などで構成する「東川町学社連携推進協議会」の取組が、農林⽔産

祭の表彰⾏事「むらづくり部門」で、農林⽔産⼤⾂賞を受賞しました。協議会で

は、町内の子どもたちが田植えから稲刈りまでを体験し、育てた米を給食で食べ

るという「⽥んぼの学校」をはじめ、地域全体で⼦どもたちの成⻑を⽀えていく

取組を推進。今後のさらなる展開が期待されます。

11/16 天塩町「働き方改革プロジェクト」始動！

天塩町では、インターネットを利⽤して企業の仕事を個⼈が受託する「クラウド

ソーシング」の普及をめざし、企業と個人の仲介を担うランサーズ株式会社と業

務提携を⾏いました。町では、同社と協⼒し、住⺠向けのスキル向上プログラム

などを実施。地元を離れなくても仕事ができるようになる「新しい働き⽅」を広

げていくこととしています。


